
 

 

 

 

 

 

 

 

プログラム 

 

15：30～15：35  支部長開会あいさつ 

 

【前半 座長 桂真也（北海道大学）】 

 

15：35～15：50  ○早川智也（日本工営株式会社） 

日高幌内川河道閉塞発生時の土塊の移動について 

 

15：50～16：05  ○李学強，青木大輔，塩野康浩（国土防災技術北海道株式会社） 

平成２８年十勝川大雨災害後の土砂移動状況～十勝川水系芽室川の例～ 

 

16：05～16：20  ○宮崎知与（Office.bit） 

細粒分の移動・堆積を考慮した砂防ダム堆砂の再現検討 

 

16：20～16：35  〇松永隆正（北海道大学） 

融雪を考慮した広域水文指標に基づく地すべり要警戒地域・期間の設定 

 

【前半 座長 笠井美青（北海道大学）】 

 

16：35～16：50  ○井上涼子（明治コンサルタント株式会社） 

盛土把握と国土地理院の GIS データの活用 

 

16：50～17：05  鶴巻亮一(1)，松岡直基(1)，小倉勉(2)，藤吉康志(3)（(1)株式会社北

海道気象技術センター，(2)一般財団法人日本気象協会北海道支社，(3)北海道大学） 

可搬型気象ドップラーレーダーを活用した土砂流発生場における降雨観測の研究 

 

17：05～17：20  ○本間宏樹（応用地質株式会社） 

十勝岳火山の 1926 年岩屑なだれの末端部における痕跡と流下機構 

令和３年度（公社）砂防学会北海道支部研究発表会
 支部会員の皆様の日頃の研究に関する情報交換を目的に、令和 3 年度（2021

年度）研究発表会を開催します。せっかくの貴重な機会となりますので奮っ

てご参加願います。 

 

日時：令和３年（2021 年）１１月１２日（金）15：30～17：45 

会場：北海道大学農学部総合研究棟１階 W109 号教室 
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17：20～17：35  ○桂真也・松永隆正（北海道大学） 

大規模地震により地すべり地の地下水位変動パターンが変化した事例 

 

17：35～17：45  ○厚井高志（北海道大学） 

2021 年 8月青森県下北北部災害時の小赤川流域における土砂・流木移動（速報） 

 

17：45 閉会 

 

※タイトルは発表者の意向などにより変更する場合がございます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参加費用】 無料 

 

【申込方法】 

お名前、ご所属を添えてメールにてご連絡ください（〆切当日まで）。 

a5514@n-koei.co.jp  （副支部長 早川宛） 

 

【新型コロナ感染対策】 

北海道大学のご配慮により定員 108 名の大きな教室をご用意いただいており

ます。今回はその半数の 54 名を上限とし、密集を避けることといたします。

ご参加の際はマスクの着用をお願いします。 

 

【CPD】 

CPD（技術者継続教育）の履行実績については（公社）砂防学会の CPD を申請

しております。 

 

【問い合わせ】 

早川まで a5514@n-koei.co.jp 

011-557-8025 

【懇親会】 公式な懇親会はなし 

（各組織でコロナ対策に違いがありますので、公式な懇親会は控えたいと思

います。当日各自お誘いあわせでお願いできればと思います。） 
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1.はじめに 

 平成３０年北海道胆振東部地震に伴い，日高幌内

川では岩盤地すべりが発生し、河道を閉塞させた

（小山内ら 2019）。長さ約 800m の移動土塊が約

350m 移動したことが知られている。その移動につ

いては、どの程度の速度で移動したという議論は

なされておらず、ここでは移動土塊の土砂の堆積

状況から概略的な速度を検討した。 

 
図-1 日高幌内川河道閉塞（上流から望む） 

 

2.移動土塊と表層崩壊との関係 

 図-1 に示した表層崩壊では、表層崩壊地を覆う

ように移動土塊の土砂が堆積していることから、

表層崩壊が発生し、表層崩壊土砂が流下した後に

移動土塊が衝突したことがわかる（図-2）。細かく

みると移動土塊には表層崩壊起源のオレンジ色の

土砂が表面を薄く覆っており、表層崩壊の最後尾

付近の土砂が移動土塊を覆ったように見える。そ

のため表層崩壊土砂が流下した直後あたりに移動

土塊が衝突したと推定される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2 移動土塊と表層崩壊の境界 
 

3.衝突時間の推定 

 表層崩壊の土砂の移動速度は、木村・竹林（2020）

で吉野地区の表層崩壊でシミュレーションを行い、

13.5m/s という例が報告されている。仮にほぼ同

じ速度だとすると、注目している表層崩壊の斜面

の斜距離が 235ｍであるため、13.5m/s とすると、

土砂が流下し終わるのに 17.4s かかることになる。

最大加速度を記録した時刻に表層崩壊と岩盤地す

べりの移動が同時に始まったとすると、岩盤地す

べりは 350ｍを 17.4s で移動したこととなり約

20m/s の移動速度となる。 あくまで推定ではある

が、オーダーとしての精度はあると考えられる。

それを図示すると図-3 のようになる。 

 

 

 

図-3 移動のアニメーション（一部） 

 

引用文献 
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1.はじめに 

十勝岳の北西山麓を流れる美瑛川及び富良野川では，1926（大正 15）年の大正泥流のような融雪型泥

流に対し，治山・砂防・河川事業の連携による対策事業が進められている．融雪型火山泥流の被害軽減

に向けては，大正泥流の流下機構を把握することが重要であり，上川中部森林管理署の地域防災総合治

山事業（白金地区）においては，平成 27～30 年度の 4 ヵ年にわたる、十勝岳治山事業実施測量・設計

業務、解析等調査業務 1)2)3)、全体計画調査業務 4)で実施された 300 箇所以上のピット調査を含む地質調

査と植生調査の結果をもとに，大正泥流の流下形態，大正泥流を被った林相及び樹木に関して検討が行

われ，治山計画が検討されている．本報告では，このうち大正泥流の発生源となった岩屑なだれの堆積

域の末端部において，岩屑なだれの流下機構の一端を示唆する痕跡から考察を行った． 

 

2. 流れ山および近傍のピットの調査結果 

 美瑛川上流の硫黄沢川流域における大正泥流の

流下機構については，黒澤ほか（2020）5)に示さ

れているように，山体崩壊による高温の岩屑なだ

れが雪を融かし泥流を発生させ，標高 1,050～

900m 付近で融雪水のさらなる取り込みと侵食に

より肥大化して直線的に流下し，標高 900～670m

付近では，溶岩流の地形が制約となり，谷部で流

心が形成され，越流部は堆積し，減衰したとされ

ている． 

 岩屑なだれ堆積物は，十勝岳火山地質図（石塚

ほか, 2010）6)では，標高 1050m より高標高部に

分布するとされるが，本調査においては，望岳台

よりも標高が低い位置にあたる標高 870m にも流

れ山が存在することが確認された（写真-1，図-1）． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

流れ山の大きさは，上流から下流側へ約 11m，幅

9m と楕円形である．高さは 2.95m である．構成物

は，安山岩の溶岩礫や暗灰色の火山灰を主体とし，

特徴的に昇華硫黄を多く含む．こうした流れ山は

十勝岳火山の 1926 年岩屑なだれの末端部における痕跡と流下機構 

応用地質株式会社 ○本間 宏樹・黒澤 貴之・山根 誠・池上 忠・野々山 一彦 

平成 30 年度十勝岳治山事業全体計画調査業務報
告書 4)より引用・加筆） 

ピット調査位置 
山頂 

写真-1 標高 870m の流れ山 

図-1 硫黄沢川流域の大正泥流の流下痕 

流れ山

平成 30 年度十勝岳治山事業全体計
画調査業務報告書 4)より引用・加筆 
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周辺には存在しないことから，

岩屑なだれの本体がここまで

到達したということではなく，

特別な事象として捉えるべき

と考えられる． 

流れ山直上流側の近傍のピ

ットでは，1739 年の Ta-a とそ

の上位のクロボク（旧表土）が

残存しており，流れ山の流下に

よって，地表は侵食されなかっ

たことがわかる（図-2）． 

3.古い倒木の状況 

 流れ山周辺は，多数のコケむ

した古い大径木の倒木の株が

分布する．調査した範囲では，

少なくとも 10 本以上の株が存

在し，このうち確認した 10 本

の株の高さは 0.8～1.0m で，ほ

ぼ一様にそろっている．（写真

-2）． 

4.考察 

ピット調査の結果から，流れ

山は，地表を侵食せずに停止したことから，流れ山は，滑るように移動したことが推察される． 

これらの事象は，周辺の倒木の株の高さが 1m 程度でそろっていること，岩屑なだれの発生日は，5

月 24日であり，山腹斜面の高標高部には，ま

だ相当の雪が残っていたことを考えると，図

-3 に示すように，雪の上を滑走してきた可能

性がある．ただし，倒木の発生年が不明であ

るため，今後の課題である． 

《謝辞》 

本論文の作成にあたり，データの活用につ

いて快く協力して頂きました上川中部森林管

理署に心から感謝いたします． 
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図-2 流れ山直上流側近傍のピット 

平成 30 年度十勝岳治山事業全体計画調査業務報告書 4)より引用・加筆 

写真-2 流れ山周辺の倒木の株 

平成 30 年度十勝岳治山事業全体計画調査業務報告書 4)より引用 

図-3 流れ山の流下状況の模式図 

平成 30 年度十勝岳治山事業全体計画調査業務報告書 4)

より引用 

参考文献 
1) 平成 27 年度十勝岳治山事業実施測量・設計
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3) 平成 29 年度十勝岳治山事業解析等調査業務
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務報告書． 
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野々山 一彦・岡野 浩幸・髙金 哲雄・大山 暁
央(2019)：十勝岳硫黄沢における 1926 年岩屑
なだれと大正泥流の流下機構. 平成 31 年度砂
防学会研究発表大会「岩手大会」, 講演要旨. 
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査総合センター. 
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